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の関連を云々出来るかも知れないが、浮世絵春画全般 と道教 といふと、ほとんど関係ないや う
に思はれるであらう。私 も次 に紹介する一文を知 るまでは、浮世絵春画と道教の関係など考へ
ひ ぜ ん ひ ら と まっ らせ いざん
て もみなかった。その一文 とは肥前平戸藩の藩主松浦静山(一 七六〇～一八四一)が 書き留め
か つ し や わ
た膨大な見聞録 『甲子夜話』の後篇第二十一巻の一節、




を き ふ そ ら い
の一人、古文辞学派の祖である荻生徂徠(一 六六六～一七二八)の ことである。その徂徠があ
る人に春画の題讃を請 はれ、 『老子』巻頭の有名な言葉 「玄之又玄、衆妙之門」を引用 して讃
としたといふのである。 これが山水画か何かの讃であれば普通に真面目に解すればよいのであ
らうが、春画の讃としたといふところに正に微妙な意味合が生 じてくるのである。すでに察 し









「玄之又玄」の 「玄」 の字義についても、徂徠は自身の 『譯文筌蹄』 において次のやうに説い
てゐる。
ロクシホ
[玄]ク ロシ。 六入 ヲ玄 ト云 フ トテ、 アカキ色 ヨ リダン々々二六 シホ染 タル ヲ玄 トイフ。
故 二黒色 ノ中二赤 キ色 ヲ帶 タル ヲイフナ リ。……老子 「玄之又玄」 と云 フコ トヲ説 キシ ヨ
リ、道教 ヲ玄門 ・玄宗 ・玄教ナ ドト云 フ。
しほ
(「入」 とは染色の際に染め汁に浸す度数のこと)
詳説するまでもなく、 徂徠の言語感覚からすれば、 「玄門」 を女陰に見立てることは十分に
可能だったであらう。かうした連想が決 して突飛なものでないことは、『老子』六に、
ゲ ン ビ ン ロ コ ロ ロ




さて問題 は徂徠が単なる洒落 として上記の 『老子』の言葉を引用したのか、それとも春画の
内に道教の神髄に通 じるものを感得 して讃 したのかといふ点にある。しかし今 となってはその
真意を問ひただす訳 にもいかないし、たとへその場で徂徠に問うたところで、おそらく徂徠は




教的な意識 をもってもの したとは考へ られないが、 春画 ・春本の序文を読んでゐると、 『古事
い ざ な ぎ い ざ な み まぐはひ




さて徂徠の讃文の意味合を念頭に置 きなが ら、春画が当時の人々にどのやうに見 られてゐた
かを検討 してみたい。無論すべての見方が道教的な見方に結び付 くとは考へ られないが、 これ
までにない観点が得 られるかも知れないので、様々な見方を列挙 しなが ら考察 してみたい。
(一)「笑ひ」の対象として
江戸時代には春画 ・春本のことを通常 「笑ひ絵」 「笑ひ本」 と呼び、春画の入つた本を
ゑ










あまのうずめのみこと あま い は と
の有名な天宇受売命の行為、天の磐戸の前で胸乳を出し 「ほと」(女 陰)を 見せて神々の
哄笑を誘ひ、 「力をも入れず して」 難問を解決 したといふ神話を思ひ起こしてみるのもよ




て 「笑ひ」を重視 し、「笑ひ」の契機 として 「性」(女 陰)を 重要な象徴としてゐるところ
に、春画の根本的な特徴があるとも考へられる。「笑ひ」といへば 『老子』四十一に、
上士ハ道ヲ聞イテハ勤メテ之 ヲ行ハントシ、中士ハ道 ヲ聞イテハ存スルガ若ク亡キガ
若ク、下士ハ道ヲ聞イテハ大イニ之 ヲ笑 フ。笑ハ レザレバ以テ道 トナスニ足ラズ。
とある。 ここでは 「笑ひ」 はあまりいい意味では見 られてゐないやうであるが、「笑ひ」
には一切の理屈の分別 らしさを粉砕する力があることを思へば、「道ノ道 トスベキハ常 ノ
道二非ズ。名ノ名 トスベキハ常 ノ名二非ズ。無名ハ天地之始ナ リ」とする 『老子』巻頭の




ば描かれてゐる。 しか しそれらはあ くまでも催春の具としてであって、決 して性生活の指
南書 としてではない。先にも書いたやうに、春画の身体表現は人体の合理的自然さを犠牲






春画を見 る場合 は、あくまでも催春の具として用ゐられたことが察せ られる。
催春の具 といふことでい昏ば、夫婦者よりも独 り者に愛用されたであらうことは容易に
想像 されよう。 これまた当時の川柳には恰好の材料で、





が川柳の 「笑ひ」 の常套である。 なほ 「西川画」 の西川とは江戸中期の京都の浮世絵師
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にしかはすけのぶ






といふやうに、江戸時代には女性達 も春画を愛用 してゐたことが知れる。 これが川柳作者
もりおうぐわい
の単なる空想や幻想でないことは、森 鴎 外(一 八六二～一九二二)が 自伝的作品 『ヰ
つ わ の
タ ・セクスア リス』の中で、中国地方の小 さな城下町津和野に住んでゐた六歳の鵬外が、
近所の 「四十ばかりの後家さん」の家を覗 いたところ、その後家さんと 「どこかの知 らな
い娘」が秘かに春画を見て楽 しんでゐたと書き留めてゐることからも窺へよう。
み た む らえ ん ぎ よ あ ぶ な え
江戸研究家の三田村鳶魚(一 八七〇～一九五二)は その 『阿武奈絵』の中で、
諸大名 ・諸旗本の嫁入 りには、 きっと十二枚つづきの笑ひ絵を持っていく。 これは立
派に表装されて、巻物二巻になるのがお定まり。……今 日でも六七百年前の古物が残
ってゐる。 もっと新 しいのな らば、大名華族の家々には、随分沢山秘蔵 されてゐる。
と記 してゐるが、 これによると春画は新婚 の花嫁のための性生活の手引書のやうに思はれ
るが、先にも述べたやうに 「十二枚つづきの笑ひ絵」は実践の手引きにはなり得ず、婚礼
に持参する春画は 「夫婦和合」を願ふ 「祝儀用」のものであつたと考へた方がよからう。






人の女性達が登場する図柄がはるかに多 く、 しか も単に男性の相手をしてゐるといふ設定
よりも、彼女達の方から積極的に仕掛け、主役を演 じてゐる図柄がかなりの比率を占あて
ゐるのである。そしてその序文や詞書で しばしば述べ られる春画の主題 は、性愛を楽 しむ
たあの性技の手解 きや養生のための房中術の解説などではなく、あくまでも 「男 と女の和
合」といふ点にある。
道教の一流に長寿養生のための房中術を解 く一派があると聞 くが、房中術の多 くが男性











































に師事 した大和郡山藩の家老柳沢淇園(一 七〇四～五八)も また春画の愛好家であった。
りうりきよう
淇園は文人名柳里恭の名でも知 られた当代一流の才人で、漢詩文 はいふに及ばず仏典 ・本
か と うぶ し
草 ・書画 ・篆刻 ・鼓 ・三味線 ・河東節 ・戯作など十六藝に通 じた趣味人でもあった。彼が
二十歳そこそこで書いた随筆 『ひとりね』で、春画について次のやうに述べてゐる。
つくえのあひだのもの




の柳沢信鴻(一 七二五～九二)も 『宴遊日記』に堂々と 「枕本数種借る」と記 してゐる。
時に信鴻は五十歳になつてゐた。
先 に紹介 した大田南畝 も優秀 な幕臣であ りなが ら、和漢雅俗 の学を修 めて狂歌師
よ もの あ か ら ね ぼ け
(四方赤良)・ 戯作者(寝 惚先生)と して活躍 した当代を代表する通人であった。彼の膨
大な蔵書の目録にはわざわざ 「好色本 ・春画」の項 目が立ててあり、意識 して春画 ・春本
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ぞ く じ こ す い
を蒐 集 して ゐた こ とが窺 へ る。ま た彼 は 『俗耳鼓吹』において、膨大 な考 証 の書
るいじゆうめいぶつかう やまをかまつあけ







かはちとしあきら な に は
さうした中で最後に紹介する川路聖謨の 『浪花日記』にはたいへん興味深い話が記 され
てゐる。川路聖謨(一 八○一～六八)は 幕末の旗本で、佐渡奉行 ・奈良奉行 ・寺社奉行吟
味物調役 ・勘定奉行などの重責を歴任 し、ロシア使節プチヤーチンやアメリカ海軍ペ リー
との交渉においても前面に立って折衝にあたつた当時屈指の頭脳明晰な幕臣であった。 し
か も清廉潔白な人格の持ち主で、江戸開城約定の翌日にあたる慶応四(明 治元)年 三月十
五 日、最後の幕臣としてピストルで自害 し、幕府 と運命を共にしたほどの人物であった。





宅へもち帰 りひそかに二階へ上 り、内御用之書物のごとくなる躰 にてみた りと云。
人々其頃わらひしよし。
あさのなが むら
文意 は明 らかであらう。なほ浅野中書 とは三千五百石の旗本浅野長祚(一 八一六～八
○)の ことで、書画の蒐集家かつ鑑定家 として著名であった。また村田翁とは油漆奉行 ・
勘定組頭 ・勘定吟味役 ・一橋家家老 などを経て、当時 は普請奉行を勤 あてゐた旗本
む らたの りかつ








ことを老婆聞て、存外 偽 をいふやっ也 とて追ひ出したりと也。 このはなしのうらに
て、村田翁の清直の一ッのうちともいふべきか。いかが。翁は至てかたき男にて八十
四才也。
とある。 ここで聖謨がいふ 「清直さ」とは、世間的に作 られた清直さのイメージではなく、
外聞などにごだはらず自分の好奇心を率直に表明する心を言つてゐる。 この点に関 して聖
















意識の内に予感 してゐたかも知れない。果た してこの年の十二月三 日に幕府か ら老衰御褒
美 「金二枚時服三ッ」を拝領 した翁 は、その二日後に大往生を遂げたのであった。村田翁
のそんな心情がしみじみと想像できたればこそ、聖謨の妻さともこの話に深 く感動 したも
のと思 はれる。思へば川路さとのこの評言は、春画が孕む深い意味合をもよく言ひ当てて




ことを紹介 しておかう。本書は延宝六年(一 六七八)に 刊行された墨摺の大本一冊で、男女の
相性を陰陽五行説の 「木 ・火 ・土 ・金 ・水」の組合せで説いた詞書を頭書 し、それに因んだ
様々な夫婦の性愛図を附 したものである。その詞書 は陰陽五行説を厳密に説 いたものではなく、
五行説の相勝説 と相生説を男女の相性にかけてゐることからも判るとほり、陰陽五行説を一っ
の趣向 として用ゐてゐるに過ぎない。 しか し江戸時代の浮世絵師の内にいささかなりとも道教
的な発想が意識されてゐたことを暗示 してゐるであらう。
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